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湊線沿線の「いま」がわかる!  応援団facebookページ 「いいね！」8,870名を達成しました! 
【応援団関係】
◇フェイスブック　http://www.facebook.com/MinatoLineSupporters
◇ツイッター　 http://twitter.com/keha601
◇応援団HP　 http://minatosen.com（湊線どっと混む）

【海浜鉄道関係】
◇ホームページ　http://www.hitachinaka-rail.co.jp/
◇ツイッター　 http://twitter.com/minatoline

※「ひたちなか海浜鉄道」「おらが湊鉄道応援団facebook」でそれぞれ検索もできます。

吉  田  千  秋ひたちなか海浜鉄道 社長

　新年あけましておめでとうございます。
　湊線は、今年も満員の「初日の出 急行あじがう
ら号」の運行で一年をスタートいたしました。運行
にあたっては、応援団をはじめ多くの皆さまにお手
伝いいただき、大好評で初仕事を終えることができ
ましたことに深く感謝いたします。
　さて、開業１０年目のメモリアルイヤーとなった平
成２９年度は、開業後初めて年間輸送人員１００万人超え及び単年度黒字
を達成いたしました（単年度黒字については、特殊要因（震災復興補助）
のあった平成２３年度を除く）。廃線が検討された地域鉄道の劇的な復活
は国内に例がなく、市民の皆さまと一体となった取り組みがモデルケース
として、あらためて全国の注目を浴びることとなりました。
　が、今後、地域鉄道を取り巻く環境は人口減少や少子化などで、さら
に厳しさを増すものと予測されます。
　本年は、これらのマイナス要因を乗りこえるべく、これまで皆さまと歩ん
できた１０年を再検証し、将来の学校統合時の通学輸送及び国営ひたち
海浜公園への延伸を見据え、利便性向上に努め地域の足を守るとともに、
観光需要の開拓を進め、鉄道だけでなく地域全体の活性化にお役にたて
るようさらに努力を続ける年と位置付けております。
　地域鉄道の再生及び永続的な存続、地域経済の再活性化、そしてこ
れらの達成によるひたちなか市及び茨城県のブランド力向上に向け、さら
なるご支援をお願いし、新年のご挨拶といたします。

「乗車証明書」でおトク!
★乗車証明書は、湊線に乗車したお客様に駅員また
　は応援団が発行する乗車特典のサービスです。証
　明書を参加店舗に提示することにより各店独自の優
　待が受けられます（スタンプ当日限り有効）。現在
　沿線100店（施設）近くが参加し、お買物や宿泊
　などで優待があります。
★サービスは乗車当日なら、何店でも利用できます。
★参加店は那珂湊駅待合室に置かれたチラシ、証明
　書に印刷されたQRコード、海浜鉄道HPまたは応
　援団facebookページでご確認ください。
★乗車証明書裏面に印刷されたQRコードで湊線時
　刻表と応援団facebookページも確認できます。
★乗車証明書は湊線フリー切符でも代用できます。

地域の足として利便性向上に努め
　 地域全体の活性化に役立ちたい

中　根
駅名

柳沢美田多･相金･三反田班
高田の鉄橋 柳が丘･関戸町･田中町自治会

平磯･平磯清水町自治会
磯崎町自治会

七町目・牛久保町和田町･殿山町

釈迦町
幸　町
湊泉町

小川
龍之口町

阿字ケ浦自治会

3月3日（日）2月3日（日）

那珂湊

殿　山
平　磯
磯　崎
阿字ケ浦

駅の環境整備 本年もよろしくお願いします

あなたの撮影した湊線の写真がブックカバーになります

朝8：30（中根駅・高田の鉄橋駅は8：00）
から実施します。

■2月3日（日） 午前9時～11時頃まで
■那珂湊駅1番線ホーム

野菜と干物の朝市
毎月第一日曜日に開催

　海浜鉄道では株式会社ブックエース（本社・水戸市）と共催で、湊線延
伸応援企画として「湊線ブックカバー写真コンテスト」を実施しています。
大賞作品は、図書カード1万円分などのほか、川又書店エクセル店など
3店舗でブックカバーに採用されます。応募締切りは２月３日㈰。3月後
半にブックカバーをかけて販売した書籍の売上げの一部は、海浜鉄道に応
援金として寄付されます。
　応募フォーム・http://book-ace.co.jp　問合せは、株式会社ブックエー
ス広報室（029-305-6200）まで。

明るい新年を願って 初詣・初日の出
　海浜鉄道と応援団の共同企画で、12回目の開催になる初日の出･初詣列車の運行が今年も元日㈫におこなわれま
した。勝田発5時30分の急行あじがうら号の3輛は、未明の寒さにもかかわらず今年も満員。後続の快速なかみ
なと号と合わせて約350名が乗車しました。
　あじがうら号の車内では、市内の企業や団体の協力で、干し芋や無料入湯券、みなとちゃん缶バッジ、携帯カイロ
などが今年も「開運福袋」としてプレゼントされました。
　あじがうら号の乗客は、掘出神社で宮司さんのお祓いと地元のみなさんの豚汁や甘酒のおもてなしを受けた後、
酒列神社から磯埼灯台下へ向かいました。6時49分の初日の出は、海面から水蒸気が立ち昇る「けあらし」を見る
こともでき、初日が現れた瞬間には歓声があがりました。また、灯台脇では今年も「和奏」（わかな）の笛と太鼓が
新年の訪れを祝ってくれました。初日の出を拝んだあとには、ホテルニュー白亜紀ロビーで甘酒が配られ、参加者は
冷えた身体を温めました。
　なかみなと号の乗客は天満宮に参拝後、湊公園へ。地元の人たちと公園の丘から初日を拝んだのち、橿原神宮、
四郎介稲荷神社と、新春の那珂湊の街なかの初詣巡りをしました。
　乗客の中には、前日から勝田駅前のホテルに泊まって参加したという若い女性二人組や、小さなお子様と一緒の
親子連れも多く目にしました。12回目の開催となり、すっかり定着した初日の出・初詣列車でした。
ご協力いただいた企業・団体、各神社の皆様にあらためて厚くお礼申し上げます。

約350名の参加者、平成最後の初日の出に大きな歓声

ご協力ありがとうございました

磯崎海岸からの初日の出

初日の出に合わせて和奏の初打ち

あじがうら号は勝田駅から発車

掘出神社では参加者に新年のお祓い

満員になったあじがうら号車内

湊公園からの初日の出

ツアーで車輌基地見学（1/12）

　2月28日㈭まで、湊線応援企画の「湊線応
援券」と「特製硬券1日フリー切符」の冬バー
ジョンを那珂湊駅と勝田駅湊線窓口で販売し
ています。価格は応援券100円とフリー切符
900円のセット価格1,000円です。冬バー
ジョンのフリー切符は特大の「D型倍寸硬券」
で、旧型車の4連走行のイラストが描かれて
います。また、応援券は激しく雪降る沿線を
行くミキ300-103の写真です。 四季毎に発
行される応援券4種類を揃え、那珂湊駅窓口
に呈示された方にはプレゼントを差し上げてい
ます。
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酒列磯前神社･堀出神社･橿原神宮･天
満宮･四郎介稲荷・和奏・茨城中央ほ
しいも協同組合･ホテルニュー白亜紀･
ひたちなか商工会議所（敬称略）

初詣客で賑わった橿原神宮

四郎介稲荷神社でお祓い
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　那珂湊駅に暮らす黒猫おさむと、
妹分のミニさむが冬の寒さにめげ
ず元気です。暖かい日中には日向
ぼこにホームに出て、会いに来た
お客さんらとスキンシップをする姿
が時折見られます。

■バレンタイン列車が走ります
　1月25日㈮から2月17日㈰までの
予定で、那珂湊高校と海洋高校の生徒
が飾り付けをする「バレンタイン列車」
が今年も湊線を走ります。ぜひお楽し
みください。

■3710としょかん号
　市立那珂湊図書館では2月
11日（祝・月）に那珂湊駅ホーム
に留めたバレンタイン列車内で、
幼児と小学生の親子を対象にし
た読み聞かせ列車「3710としょ
かん号」を開催します。
　大型絵本による読み聞かせの
ほか、制服撮影会などがありま
す。問合せは同図書館（263－
5499）へ。昨年2月


